
別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が，正味財産合計額（指定
＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマイナ
スだが，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が,正味財産合計額（指定
＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が3期連続マイナスでない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直近の
一般正味財産増減額が２期連続プラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

１　公益財団法人東北自治研修所

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と収
支相償の状況

正味財産が減少している場合でも法
人の継続に支障がない状態を保って
いるか。

収支相償を満たしているか。

3

（公益法人以外）
一般正味財産増減額
／経常損益の状況

一般正味財産は連続で減少していな
いか。
経常損益は連続で赤字を計上してい
ないか。

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合計÷
資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計（株
主資本）÷資産合計（総資産）×
100]

3

短期的支払能力の適
正性【流動比率】

流動比率は適正を維持しているか。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動負
債×100］ 1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又は当
期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入金な
し

2

①累積あり 0

②累積なし 2

11

参考
指標

A

4

補助金等依存の抑制 総収入に対する補助金等割合は抑制
基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷総
収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されているか。
（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入金＋
短期借入金）÷資産合計（総資産）
×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していないか。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　新型コロナウイルス感染症の影響により受講生が減少
し，寄宿舎利用に係る収益が減少したこと，また感染対策
の費用が生じたことから，使用許可基準の範囲内で東京
2020オリンピック競技大会の組織委員会関係者の宿泊など
の外部利用により，収益の確保に努めた。
　受講生が研修所外で感染するリスクを軽減するために導
入した給食制により，当財団が費用を負担することなく，
研修生への安定した食事提供を実現した。

　寄宿舎利用に係る収益が減少となったが，使用許可
基準の範囲内で外部団体の宿泊利用を認めたほか，給
食制の導入により受講生の新型コロナウイルス感染症
対策と財団の負担軽減を実現し，一般正味財産増減額
がプラスとなった。引き続き，健全な財務運営を支援
していく。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が，正味財産合計額（指定
＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマイナ
スだが，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が,正味財産合計額（指定
＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が3期連続マイナスでない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直近の
一般正味財産増減額が２期連続プラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

２　一般社団法人宮城県危険物安全協会連合会

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と収
支相償の状況

正味財産が減少している場合でも法
人の継続に支障がない状態を保って
いるか。

収支相償を満たしているか。

（公益法人以外）
一般正味財産増減額
／経常損益の状況

一般正味財産は連続で減少していな
いか。
経常損益は連続で赤字を計上してい
ないか。

4

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合計÷
資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計（株
主資本）÷資産合計（総資産）×
100]

3

短期的支払能力の適
正性【流動比率】

流動比率は適正を維持しているか。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動負
債×100］ 1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又は当
期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入金な
し

2

①累積あり 0

②累積なし 2

12

参考
指標

A

4

補助金等依存の抑制 総収入に対する補助金等割合は抑制
基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷総
収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されているか。
（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入金＋
短期借入金）÷資産合計（総資産）
×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していないか。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

 県からの委託事業の収益を公益事業に充てることを前提
に法人化された団体であることから，危険物安全制度下に
おける自主財源確保のための制度（消防設備協会における
合格シールの交付のような）の新設を国に要望していく。

　支出の削減，自主財源の確保と取組の方向性につい
ては適切であると考える。必要に応じて指導・助言に
努める。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が，正味財産合計額（指定
＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマイナ
スだが，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が,正味財産合計額（指定
＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が3期連続マイナスでない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直近の
一般正味財産増減額が２期連続プラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

３　宮城県土地開発公社

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と収
支相償の状況

正味財産が減少している場合でも法
人の継続に支障がない状態を保って
いるか。

収支相償を満たしているか。

（公益法人以外）
一般正味財産増減額
／経常損益の状況

一般正味財産は連続で減少していな
いか。
経常損益は連続で赤字を計上してい
ないか。

3

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合計÷
資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計（株
主資本）÷資産合計（総資産）×
100]

3

短期的支払能力の適
正性【流動比率】

流動比率は適正を維持しているか。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動負
債×100］ 1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又は当
期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入金な
し

2

①累積あり 0

②累積なし 2

11

参考
指標

A

4

補助金等依存の抑制 総収入に対する補助金等割合は抑制
基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷総
収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されているか。
（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入金＋
短期借入金）÷資産合計（総資産）
×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していないか。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　公有地取得事業で約6億7千万円，土地造成事業で約35億
9千万円，関連施設整備事業で約1億2千万円の収益を上げ
た。特に既造成地の処分が進んだことから，当期利益は前
期を上回る約2億2千万円の黒字になった。
　引き続き造成地の売却促進及びあっせん等事業の確保に
努めるとともに，保有土地の再造成による販売可能土地の
確保などにより，収益性を高め経営基盤の強化を図る。

　令和３年度は保有土地の処分が順調に進んだことか
ら，約２億円の利益を確保できた。令和２年度に引き
続き，利益を確保出来ている。令和４年度について
も，保有土地の処分が進んでいることから，財務の健
全性は引き続き確保出来るものと考えられる。今後も
経済状況等に注視しながら，現在整備している工業団
地が滞りなく処分まで至るよう，県の関連課室とも連
携し，助言等を行っていく。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が，正味財産合計額（指定
＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマイナ
スだが，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が,正味財産合計額（指定
＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が3期連続マイナスでない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直近の
一般正味財産増減額が２期連続プラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

４　公益財団法人宮城県スポーツ協会

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と収
支相償の状況

正味財産が減少している場合でも法
人の継続に支障がない状態を保って
いるか。

収支相償を満たしているか。

4

（公益法人以外）
一般正味財産増減額
／経常損益の状況

一般正味財産は連続で減少していな
いか。
経常損益は連続で赤字を計上してい
ないか。

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合計÷
資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計（株
主資本）÷資産合計（総資産）×
100]

3

短期的支払能力の適
正性【流動比率】

流動比率は適正を維持しているか。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動負
債×100］ 1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又は当
期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入金な
し

2

①累積あり 0

②累積なし 2

12

参考
指標

A

4

補助金等依存の抑制 総収入に対する補助金等割合は抑制
基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷総
収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されているか。
（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入金＋
短期借入金）÷資産合計（総資産）
×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していないか。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　当期一般正味財産増減額が8期連続で増となり，財政基
盤の安定化が図れた。また，公益認定基準である財務３基
準「収支相償・公益目的事業比率・遊休財産額の保有制
限」については，全て満たしており，引続き適切な処理に
努めたい。

　新型コロナウイルス感染症感染拡大防止による事業
中止等の影響はあったものの，一般正味財産増減額が
８期連続で増となるなど，県有体育施設の指定管理者
として，安定した利用料収入の確保に取り組んだこと
は評価できる。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が，正味財産合計額（指定
＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマイナ
スだが，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が,正味財産合計額（指定
＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が3期連続マイナスでない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直近の
一般正味財産増減額が２期連続プラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

５　仙台臨海鉄道株式会社

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と収
支相償の状況

正味財産が減少している場合でも法
人の継続に支障がない状態を保って
いるか。

収支相償を満たしているか。

（公益法人以外）
一般正味財産増減額
／経常損益の状況

一般正味財産は連続で減少していな
いか。
経常損益は連続で赤字を計上してい
ないか。

4

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合計÷
資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計（株
主資本）÷資産合計（総資産）×
100]

3

短期的支払能力の適
正性【流動比率】

流動比率は適正を維持しているか。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動負
債×100］ 1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又は当
期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入金な
し

2

①累積あり 0

②累積なし 2

12

参考
指標

A

4

補助金等依存の抑制 総収入に対する補助金等割合は抑制
基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷総
収入×100]

2

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されているか。
（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入金＋
短期借入金）÷資産合計（総資産）
×100] 1

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していないか。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　昨年度に引き続き，機関車の取得や検査費用のため借入
を行ったが，順調に返済出来ている。今後も安全安定輸送
の確保及び事業継続に向けた，計画的な設備投資や修繕工
事を行い，貨物鉄道輸送の環境特性等による地域社会への
貢献を目指す。

　新型コロナウイルス感染症による影響もあり，輸送
実績が計画を下回っているものの，新規開拓等の積極
的な営業活動を展開したことにより，計画を上回る純
利益を算出したことは評価できる。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が，正味財産合計額（指定
＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマイナ
スだが，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が,正味財産合計額（指定
＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が3期連続マイナスでない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直近の
一般正味財産増減額が２期連続プラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

６　阿武隈急行株式会社

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と収
支相償の状況

正味財産が減少している場合でも法
人の継続に支障がない状態を保って
いるか。

収支相償を満たしているか。

（公益法人以外）
一般正味財産増減額
／経常損益の状況

一般正味財産は連続で減少していな
いか。
経常損益は連続で赤字を計上してい
ないか。

0

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合計÷
資産合計（総資産）×100]

0
（企業会計）
自己資本比率の状況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計（株
主資本）÷資産合計（総資産）×
100]

3

短期的支払能力の適
正性【流動比率】

流動比率は適正を維持しているか。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動負
債×100］ 0



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又は当
期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入金な
し

2

①累積あり 0

②累積なし 2

1

参考
指標

D

4

補助金等依存の抑制 総収入に対する補助金等割合は抑制
基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷総
収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されているか。
（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入金＋
短期借入金）÷資産合計（総資産）
×100] 0

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していないか。

0

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　毎年の経常損失の計上により自己資本が減少しているな
か，令和3年度は新型コロナウイルス感染症の影響の長期
化と地震災害の影響により大幅な減収となった。
　今後も新型コロナウイルス感染症の影響は続くことが予
想されているため，抜本的な経営改善策を講じながら，経
営再建を図りたい。

　沿線自治体からの新型コロナウイルス感染症に係る
支援金の充当や福島・宮城両県からの貸付金により令
和3年度の資金ショートは免れたものの，3月の地震の
影響もあり債務超過し，多額の累積赤字を積み上げて
いる。コロナ禍であっても取り組める増収策を積極的
に講じる努力が求められる。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が，正味財産合計額（指定
＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマイナ
スだが，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が,正味財産合計額（指定
＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が3期連続マイナスでない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直近の
一般正味財産増減額が２期連続プラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

７　公益財団法人宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と収
支相償の状況

正味財産が減少している場合でも法
人の継続に支障がない状態を保って
いるか。

収支相償を満たしているか。

4

（公益法人以外）
一般正味財産増減額
／経常損益の状況

一般正味財産は連続で減少していな
いか。
経常損益は連続で赤字を計上してい
ないか。

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合計÷
資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計（株
主資本）÷資産合計（総資産）×
100]

3

短期的支払能力の適
正性【流動比率】

流動比率は適正を維持しているか。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動負
債×100］ 1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又は当
期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入金な
し

2

①累積あり 0

②累積なし 2

12

参考
指標

A

4

補助金等依存の抑制 総収入に対する補助金等割合は抑制
基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷総
収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されているか。
（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入金＋
短期借入金）÷資産合計（総資産）
×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していないか。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　基金の運用果実による事業の展開は非常に難しく，財政
基盤が貧弱なため，財源の確保が主要課題である。伊豆
沼･内沼環境保全対策の先駆者として多くの事業を行って
いる当財団の評価は高いことから，新規事業の継続的な獲
得が必要である。

　全国に先駆けて取り組んでいる技術等は評価できる
ことから，当該技術等に係る新規事業の開拓を行うと
ともに，事業の見直しなどの経営改善に向けた取組に
ついて，必要な助言を行っていく。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が，正味財産合計額（指定
＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマイナ
スだが，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が,正味財産合計額（指定
＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が3期連続マイナスでない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直近の
一般正味財産増減額が２期連続プラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

８　公益財団法人宮城県生活衛生営業指導センター

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と収
支相償の状況

正味財産が減少している場合でも法
人の継続に支障がない状態を保って
いるか。

収支相償を満たしているか。

3

（公益法人以外）
一般正味財産増減額
／経常損益の状況

一般正味財産は連続で減少していな
いか。
経常損益は連続で赤字を計上してい
ないか。

0

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合計÷
資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計（株
主資本）÷資産合計（総資産）×
100]

3

短期的支払能力の適
正性【流動比率】

流動比率は適正を維持しているか。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動負
債×100］ 1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又は当
期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入金な
し

2

①累積あり 0

②累積なし 2

11

参考
指標

Ａ

4

補助金等依存の抑制 総収入に対する補助金等割合は抑制
基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷総
収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されているか。
（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入金＋
短期借入金）÷資産合計（総資産）
×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していないか。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　総収入の８５％超が補助金で，当期一般正味財産増減額
がプラスとなったものの，財務状況は厳しい。収支バラン
スを図り，事業費及び管理費の経費節減に努め，相談・支
援事業等を円滑・効果的に進めていく。

　R3年度収支は黒字となっているが，R2年度と比較す
れば減収となっており，総収入の大半を補助金が占め
ている状況で，財政状況は厳しいものである。収支バ
ランスを図りつつ，各事業の運営についても財政面を
意識した取組について注視していきたい。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が，正味財産合計額（指定
＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマイナ
スだが，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が,正味財産合計額（指定
＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が3期連続マイナスでない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直近の
一般正味財産増減額が２期連続プラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

９　公益財団法人宮城県環境事業公社

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と収
支相償の状況

正味財産が減少している場合でも法
人の継続に支障がない状態を保って
いるか。

収支相償を満たしているか。

4

（公益法人以外）
一般正味財産増減額
／経常損益の状況

一般正味財産は連続で減少していな
いか。
経常損益は連続で赤字を計上してい
ないか。

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合計÷
資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計（株
主資本）÷資産合計（総資産）×
100]

3

短期的支払能力の適
正性【流動比率】

流動比率は適正を維持しているか。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動負
債×100］ 1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又は当
期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入金な
し

2

①累積あり 0

②累積なし 2

12

参考
指標

A

4

補助金等依存の抑制 総収入に対する補助金等割合は抑制
基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷総
収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されているか。
（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入金＋
短期借入金）÷資産合計（総資産）
×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していないか。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　廃棄物処理に関する事業による収入は安定しており，埋
立終了後に必要な維持管理積立金に関して，法令に基づき
165,348千円の積立も行っている。
　財務状況は良好であり収支相償の基準も満たしている。

　中長期的な事業運営方針を定め，今後の事業運営及
び埋立終了後の維持管理に必要な資金を積立金として
確保しており，財務状況も健全である。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が，正味財産合計額（指定
＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマイナ
スだが，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が,正味財産合計額（指定
＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が3期連続マイナスでない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直近の
一般正味財産増減額が２期連続プラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

１０　公益財団法人宮城県文化振興財団

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と収
支相償の状況

正味財産が減少している場合でも法
人の継続に支障がない状態を保って
いるか。

収支相償を満たしているか。

2

（公益法人以外）
一般正味財産増減額
／経常損益の状況

一般正味財産は連続で減少していな
いか。
経常損益は連続で赤字を計上してい
ないか。

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合計÷
資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計（株
主資本）÷資産合計（総資産）×
100]

3

短期的支払能力の適
正性【流動比率】

流動比率は適正を維持しているか。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動負
債×100］ 1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又は当
期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入金な
し

2

①累積あり 0

②累積なし 2

10

参考
指標

B

4

補助金等依存の抑制 総収入に対する補助金等割合は抑制
基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷総
収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されているか。
（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入金＋
短期借入金）÷資産合計（総資産）
×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していないか。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　県の減収補てん等により当期経常収益は約400万円の赤
字にとどまったものの，利用料金収益は新型コロナウイル
ス感染症感染拡大前の水準に未だ回復しておらず，併せて
令和4年3月に発生した地震被害等により施設の利用が著し
く制限され，厳しい財務状況が継続している。

　公益目的事業費率や遊休財産の保有制限等を充分勘
案し，公益法人としての適切な会計処理を実施した。
　ウィズコロナの時代を見据え，新たな代替事業の実
施を検討するとともに，県民会館の利用料金の増収や
事業費及び管理費の一層の経費節減に努めるなど，財
務状況の維持・改善に継続して取り組まれたい。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が，正味財産合計額（指定
＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマイナ
スだが，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が,正味財産合計額（指定
＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が3期連続マイナスでない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直近の
一般正味財産増減額が２期連続プラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

１１　公益財団法人慶長遣欧使節船協会

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と収
支相償の状況

正味財産が減少している場合でも法
人の継続に支障がない状態を保って
いるか。

収支相償を満たしているか。

1

（公益法人以外）
一般正味財産増減額
／経常損益の状況

一般正味財産は連続で減少していな
いか。
経常損益は連続で赤字を計上してい
ないか。

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合計÷
資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計（株
主資本）÷資産合計（総資産）×
100]

3

短期的支払能力の適
正性【流動比率】

流動比率は適正を維持しているか。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動負
債×100］ 1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又は当
期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入金な
し

2

①累積あり 0

②累積なし 2

9

参考
指標

B

4

補助金等依存の抑制 総収入に対する補助金等割合は抑制
基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷総
収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されているか。
（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入金＋
短期借入金）÷資産合計（総資産）
×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していないか。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　6期連続で一般正味財産がマイナスになっているが，こ
れは乗船見学中止や今般のコロナ禍に起因する来館者減少
への対策として，広報事業の拡充及び記念事業等の実施，
また，今後の展示等リニューアルを見据え，ＳＮＳを活用
した事業など新たな事業を展開したことによる。
　なお，収支相償の基準は満たしている。

　一般正味財産が6期連続でマイナスとなった要因
は，復元船への乗船及びドック棟への立入禁止後に来
館者が落ち込む中で，誘客促進を図るための企画など
を積極的に実施してきたことによるものと考えられ
る。今後もリニューアルを見据えた事業展開が求めら
れるが，適切な事業規模で実施することにより安定し
た経営となるよう指導，助言を行っていく。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が，正味財産合計額（指定
＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマイナ
スだが，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が,正味財産合計額（指定
＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が3期連続マイナスでない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直近の
一般正味財産増減額が２期連続プラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

１２　公益社団法人みやぎ被害者支援センター

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と収
支相償の状況

正味財産が減少している場合でも法
人の継続に支障がない状態を保って
いるか。

収支相償を満たしているか。

4

（公益法人以外）
一般正味財産増減額
／経常損益の状況

一般正味財産は連続で減少していな
いか。
経常損益は連続で赤字を計上してい
ないか。

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合計÷
資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計（株
主資本）÷資産合計（総資産）×
100]

3

短期的支払能力の適
正性【流動比率】

流動比率は適正を維持しているか。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動負
債×100］ 1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又は当
期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入金な
し

2

①累積あり 0

②累積なし 2

12

参考
指標

A

4

補助金等依存の抑制 総収入に対する補助金等割合は抑制
基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷総
収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されているか。
（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入金＋
短期借入金）÷資産合計（総資産）
×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していないか。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　新規会員２４団体，１３人の獲得，寄付型自動販売機３
６台を増設し，収益確保に努めた。
　また，会費の長期未納会員を整理し資料送付の中止や郵
便物の二重郵送の見直し、総会資料等のＨＰの閲覧化等を
図るなど印刷製本等のコスト削減に努めた。
　公認会計士による会計指導や内部監査の実施による適正
な会計処理に努めた。

　新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響により一
部事業の縮小も余儀なくされたが，収入の確保に努め
るとともにコスト削減を図りながら，適正な会計処理
に努め財務の健全化に取り組んだ。
　一般正味財産増減額がプラスとなり，収支相償も満
たし，適正な会計処理にも努めている。引き続き中長
期を見据えた安定的な経営となることを期待する。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が，正味財産合計額（指定
＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマイナ
スだが，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が,正味財産合計額（指定
＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が3期連続マイナスでない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直近の
一般正味財産増減額が２期連続プラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

１３　社会福祉法人宮城県社会福祉協議会

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と収
支相償の状況

正味財産が減少している場合でも法
人の継続に支障がない状態を保って
いるか。

収支相償を満たしているか。

（公益法人以外）
一般正味財産増減額
／経常損益の状況

一般正味財産は連続で減少していな
いか。
経常損益は連続で赤字を計上してい
ないか。

3

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合計÷
資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計（株
主資本）÷資産合計（総資産）×
100]

3

短期的支払能力の適
正性【流動比率】

流動比率は適正を維持しているか。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動負
債×100］ 1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又は当
期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入金な
し

2

①累積あり 0

②累積なし 2

10

参考
指標

B

4

補助金等依存の抑制 総収入に対する補助金等割合は抑制
基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷総
収入×100]

0

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されているか。
（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入金＋
短期借入金）÷資産合計（総資産）
×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していないか。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　新型コロナウイルス感染症に係る緊急小口資金等特例貸
付原資受領により補助金及び流動比率が増となっている。
　収入については，各種貸付事業の貸付原資受領のタイミ
ングにより数値が大きく変動する場合がある。また，多く
を県指定管理や，委託・補助事業が占めているため，法人
としての経営状況は安定している。
　一方で，一部の自主運営施設において，新型コロナウイ
ルス感染症の影響で，収入が減少しており，経営状況の改
善が必要である。
　今後も，自主運営施設の老朽化等による修繕等費用の計
画的な積立，職員の処遇改善費の増加等による将来的な費
用増加を見据えた経営基盤の強化に努める。

　正味財産比率は高い水準で推移しており，継続して
安定した経営が図られている。また，自主運営施設等
の運営について，検討委員会を設置し，今後のあり方
や整備について検討を重ねるなど，自立的な運営に向
けた取組も実施している。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が，正味財産合計額（指定
＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマイナ
スだが，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が,正味財産合計額（指定
＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が3期連続マイナスでない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直近の
一般正味財産増減額が２期連続プラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

１４　一般財団法人宮城県地域医療情報センター

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と収
支相償の状況

正味財産が減少している場合でも法
人の継続に支障がない状態を保って
いるか。

収支相償を満たしているか。

（公益法人以外）
一般正味財産増減額
／経常損益の状況

一般正味財産は連続で減少していな
いか。
経常損益は連続で赤字を計上してい
ないか。

4

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合計÷
資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計（株
主資本）÷資産合計（総資産）×
100]

3

短期的支払能力の適
正性【流動比率】

流動比率は適正を維持しているか。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動負
債×100］ 1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又は当
期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入金な
し

2

①累積あり 0

②累積なし 2

12

参考
指標

A

4

補助金等依存の抑制 総収入に対する補助金等割合は抑制
基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷総
収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されているか。
（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入金＋
短期借入金）÷資産合計（総資産）
×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していないか。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　収入の範囲内における支出が見込めており，相応の損益
計上が予想できる現状にあるため，会計及び財務上問題な
い。

　一般正味財産増減額や経常損益は3期連続で黒字，
正味財産比率は増加するなど，財政的に健全であるこ
とが示されており，県として引き続き助言を行ってい
く。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が，正味財産合計額（指定
＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマイナ
スだが，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が,正味財産合計額（指定
＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が3期連続マイナスでない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直近の
一般正味財産増減額が２期連続プラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

１５　一般社団法人東北地域医療支援機構

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と収
支相償の状況

正味財産が減少している場合でも法
人の継続に支障がない状態を保って
いるか。

収支相償を満たしているか。

（公益法人以外）
一般正味財産増減額
／経常損益の状況

一般正味財産は連続で減少していな
いか。
経常損益は連続で赤字を計上してい
ないか。

0

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合計÷
資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計（株
主資本）÷資産合計（総資産）×
100]

3

短期的支払能力の適
正性【流動比率】

流動比率は適正を維持しているか。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動負
債×100］ 1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又は当
期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入金な
し

2

①累積あり 0

②累積なし 2

8

参考
指標

B

4

補助金等依存の抑制 総収入に対する補助金等割合は抑制
基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷総
収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されているか。
（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入金＋
短期借入金）÷資産合計（総資産）
×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していないか。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　当法人の主な事業である修学資金助成事業は，修学資金
の貸与（3,000万円／人）を受けた医学生（以下，「宮城
枠医師」という。）が卒業後，10年間知事指定医療機関で
勤務することで修学資金全額の償還が免除される一方，宮
城枠医師の配置を受けた医療機関は医師１人につき年間
300万円の負担金を当機構に負担することとなっており，
長期的には助成金支出と負担金収入が均衡し、資金が循環
する仕組みとなっている。
　宮城枠医師の配置は令和6年度以降となるため，現在は
負担金収入が無く，一般正味財産増減額は全体では赤字と
なっているが，本修学資金助成費を除いた一般正味財産増
減額は黒字となっており，財務状況は健全である。

　資金が循環する修学資金助成金を除いた当期一般正
味財産増減額は黒字となっており，経営状況は健全と
言える。また，特定資産の運用については，安全かつ
有利な資産運用に努めており，適正な運営に努めてい
ると評価できる。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が，正味財産合計額（指定
＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマイナ
スだが，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が,正味財産合計額（指定
＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が3期連続マイナスでない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直近の
一般正味財産増減額が２期連続プラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

１６　公益社団法人宮城県精神保健福祉協会

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と収
支相償の状況

正味財産が減少している場合でも法
人の継続に支障がない状態を保って
いるか。

収支相償を満たしているか。

2

（公益法人以外）
一般正味財産増減額
／経常損益の状況

一般正味財産は連続で減少していな
いか。
経常損益は連続で赤字を計上してい
ないか。

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合計÷
資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計（株
主資本）÷資産合計（総資産）×
100]

3

短期的支払能力の適
正性【流動比率】

流動比率は適正を維持しているか。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動負
債×100］ 1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又は当
期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入金な
し

2

①累積あり 0

②累積なし 2

10

参考
指標

B

4

補助金等依存の抑制 総収入に対する補助金等割合は抑制
基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷総
収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されているか。
（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入金＋
短期借入金）÷資産合計（総資産）
×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していないか。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　会費収入等を財源とする「事業２」については，会員数
及び会費収入が減少傾向にあることから，会員の加入を募
るなど自主財源の確保に努める必要がある。

　将来的に安定した活動を行うためには，自主財源の
確保が必要であることから，引き続き新規会員の加入
促進などの積極的な働きかけが必要である。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が，正味財産合計額（指定
＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマイナ
スだが，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が,正味財産合計額（指定
＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が3期連続マイナスでない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直近の
一般正味財産増減額が２期連続プラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

１７　公益財団法人宮城県腎臓協会

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と収
支相償の状況

正味財産が減少している場合でも法
人の継続に支障がない状態を保って
いるか。

収支相償を満たしているか。

4

（公益法人以外）
一般正味財産増減額
／経常損益の状況

一般正味財産は連続で減少していな
いか。
経常損益は連続で赤字を計上してい
ないか。

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合計÷
資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計（株
主資本）÷資産合計（総資産）×
100]

3

短期的支払能力の適
正性【流動比率】

流動比率は適正を維持しているか。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動負
債×100］ 1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又は当
期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入金な
し

2

①累積あり 0

②累積なし 2

12

参考
指標

A

4

補助金等依存の抑制 総収入に対する補助金等割合は抑制
基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷総
収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されているか。
（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入金＋
短期借入金）÷資産合計（総資産）
×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していないか。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　受取寄付金の減収が続いている。基本財産受取利息につ
いては，投資有価証券の金利動向を見極め運用益を確保し
ていく。

　収支バランスは保たれているが，効果的な事業運営
のため，安定的な収益確保に努めるとともに事務経費
の効率化が図られるよう，適時確認を行う。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が，正味財産合計額（指定
＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマイナ
スだが，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が,正味財産合計額（指定
＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が3期連続マイナスでない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直近の
一般正味財産増減額が２期連続プラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

１８　宮城県信用保証協会

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と収
支相償の状況

正味財産が減少している場合でも法
人の継続に支障がない状態を保って
いるか。

収支相償を満たしているか。

（公益法人以外）
一般正味財産増減額
／経常損益の状況

一般正味財産は連続で減少していな
いか。
経常損益は連続で赤字を計上してい
ないか。

4

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合計÷
資産合計（総資産）×100]

0
（企業会計）
自己資本比率の状況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計（株
主資本）÷資産合計（総資産）×
100]

3

短期的支払能力の適
正性【流動比率】

流動比率は適正を維持しているか。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動負
債×100］ 1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又は当
期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入金な
し

2

①累積あり 0

②累積なし 2

10

参考
指標

B

4

補助金等依存の抑制 総収入に対する補助金等割合は抑制
基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷総
収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されているか。
（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入金＋
短期借入金）÷資産合計（総資産）
×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していないか。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　新型コロナウイルス感染症関連保証の資金需要の落ち着
きにより，保証承諾金額は平時の約９割となった。代位弁
済は，政府の資金繰り支援や各種助成金の政策効果などに
より企業の倒産が減少した結果，計画比52.5%に留まっ
た。
　今後も，関係機関との連携をさらに深め，保証協会がハ
ブ機能を発揮し，中小企業者等の「過剰債務の解消」と
「事業再構築に向けた取り組み」をサポートし，休廃業や
倒産の未然防止，ひいては代位弁済の抑制に努めていく。

　参考指標ではＢ判定だが，借入金依存度は0％であ
る。新型コロナウイルス関連保証の資金需要の落ち着
きにより，保証承諾額は約950億円となった。また，
代位弁済も減少している。収支の状況は6期連続の黒
字を計上していることから，財務の健全性には問題の
ないものと認められる。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が，正味財産合計額（指定
＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマイナ
スだが，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が,正味財産合計額（指定
＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が3期連続マイナスでない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直近の
一般正味財産増減額が２期連続プラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

１９　宮城県商工会連合会

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と収
支相償の状況

正味財産が減少している場合でも法
人の継続に支障がない状態を保って
いるか。

収支相償を満たしているか。

（公益法人以外）
一般正味財産増減額
／経常損益の状況

一般正味財産は連続で減少していな
いか。
経常損益は連続で赤字を計上してい
ないか。

4

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合計÷
資産合計（総資産）×100]

0
（企業会計）
自己資本比率の状況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計（株
主資本）÷資産合計（総資産）×
100]

3

短期的支払能力の適
正性【流動比率】

流動比率は適正を維持しているか。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動負
債×100］ 1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又は当
期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入金な
し

2

①累積あり 0

②累積なし 2

9

参考
指標

Ｂ

4

補助金等依存の抑制 総収入に対する補助金等割合は抑制
基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷総
収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されているか。
（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入金＋
短期借入金）÷資産合計（総資産）
×100] 1

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していないか。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　商工会会員増強運動３ヵ年計画及び共済事業３ヵ年計画
に基づいた効果的な推進を行い自主財源の確保による財政
基盤強化，拡充に努めた。

　新型コロナウイルス感染症対策関連事業の実施とい
う特殊要因を含むものの，「総収入に対する補助金等
の割合」を始めとする主な経営指標は安定しており，
財務の健全性の確保に努めていると認められる。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が，正味財産合計額（指定
＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマイナ
スだが，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が,正味財産合計額（指定
＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が3期連続マイナスでない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直近の
一般正味財産増減額が２期連続プラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

２０　宮城県中小企業団体中央会

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と収
支相償の状況

正味財産が減少している場合でも法
人の継続に支障がない状態を保って
いるか。

収支相償を満たしているか。

（公益法人以外）
一般正味財産増減額
／経常損益の状況

一般正味財産は連続で減少していな
いか。
経常損益は連続で赤字を計上してい
ないか。

4

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合計÷
資産合計（総資産）×100]

0
（企業会計）
自己資本比率の状況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計（株
主資本）÷資産合計（総資産）×
100]

3

短期的支払能力の適
正性【流動比率】

流動比率は適正を維持しているか。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動負
債×100］ 1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又は当
期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入金な
し

2

①累積あり 0

②累積なし 2

10

参考
指標

B

4

補助金等依存の抑制 総収入に対する補助金等割合は抑制
基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷総
収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されているか。
（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入金＋
短期借入金）÷資産合計（総資産）
×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していないか。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　公認会計士（顧問）による指導を適宜受け，財務状況及
び管理面に於ける健全性の確保に努めている。
　新型コロナウイルス感染症の絶え間のない感染の波もあ
り，組合設立相談の大きな部分を占めていた外国人技能実
習生に関する案件が減少し，全体設立件数も前年度の半分
となる等，自主財源確保には厳しい環境であるが，共済制
度の普及推進を図るなど財源の確保に努めている。

　公認会計士の指導による財務の健全な運用及び適切
な予算管理に取り組んでおり評価できる。また，自己
資本比率，経常利益率のさらなる増加に期待したい。
　新型コロナウィルス感染症による社会経済活動の自
粛は緩和されつつあるが，自主財源確保には厳しい状
況が続くことが見込まれることから，適正な財務管理
について指導を行っていく。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が，正味財産合計額（指定
＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマイナ
スだが，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が,正味財産合計額（指定
＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が3期連続マイナスでない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直近の
一般正味財産増減額が２期連続プラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

２１　公益社団法人宮城県トラック協会

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と収
支相償の状況

正味財産が減少している場合でも法
人の継続に支障がない状態を保って
いるか。

収支相償を満たしているか。

3

（公益法人以外）
一般正味財産増減額
／経常損益の状況

一般正味財産は連続で減少していな
いか。
経常損益は連続で赤字を計上してい
ないか。

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合計÷
資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計（株
主資本）÷資産合計（総資産）×
100]

3

短期的支払能力の適
正性【流動比率】

流動比率は適正を維持しているか。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動負
債×100］ 1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又は当
期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入金な
し

2

①累積あり 0

②累積なし 2

11

参考
指標

A

4

補助金等依存の抑制 総収入に対する補助金等割合は抑制
基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷総
収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されているか。
（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入金＋
短期借入金）÷資産合計（総資産）
×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していないか。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　令和３年度は，各事業に対し，従前より効果的かつコス
ト削減可能な対策を目指したことにより，収支相償達成及
び３期ぶりに全体会計がプラスとなった。次年度について
も，同様に取組を行い，財務健全性の強化を図っていく。

　効率的な事業運営とコストの削減を図ったことによ
り，令和元年度以降の２期連続赤字決算から黒字に転
じ，財務の健全性が向上した。
　県としても事業の在り方や見直し等について引き続
き助言を行う。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が，正味財産合計額（指定
＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマイナ
スだが，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が,正味財産合計額（指定
＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が3期連続マイナスでない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直近の
一般正味財産増減額が２期連続プラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

２２　公益財団法人みやぎ産業振興機構

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と収
支相償の状況

正味財産が減少している場合でも法
人の継続に支障がない状態を保って
いるか。

収支相償を満たしているか。

2

（公益法人以外）
一般正味財産増減額
／経常損益の状況

一般正味財産は連続で減少していな
いか。
経常損益は連続で赤字を計上してい
ないか。

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合計÷
資産合計（総資産）×100]

0
（企業会計）
自己資本比率の状況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計（株
主資本）÷資産合計（総資産）×
100]

3

短期的支払能力の適
正性【流動比率】

流動比率は適正を維持しているか。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動負
債×100］ 1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又は当
期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入金な
し

2

①累積あり 0

②累積なし 2

7

参考
指標

B

4

補助金等依存の抑制 総収入に対する補助金等割合は抑制
基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷総
収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されているか。
（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入金＋
短期借入金）÷資産合計（総資産）
×100] 1

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していないか。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　収支相償基準を満たしており，一般正味財産増減額も3
期連続マイナスではなく，総収入に占める県補助金の割合
も若干だが減少した。借入金依存度は毎期90％超だが，そ
のほとんどが被災資金貸付事業（東日本大震災，台風19
号）を実施するための県借入金である。中・長期の財務シ
ミュレーションを行っており，令和3年度も受益者負担や
一般管理費の財源確保に継続的に取り組んだ。

　一般正味財産増減額が主にみやぎ復興パークの閉鎖
に伴う受取負担金の減額や，同施設の修繕に係る経費
支出によりマイナスとなったものの，総収入に対する
補助金等割合は3期連続で減少するなど，継続した改
善の取組みが図られた。引き続き受益者負担による事
業収入の確保や一般管理費の低減といった改善施策に
ついてより一層努める必要がある。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が，正味財産合計額（指定
＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマイナ
スだが，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が,正味財産合計額（指定
＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が3期連続マイナスでない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直近の
一般正味財産増減額が２期連続プラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

２３　宮城県職業能力開発協会

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と収
支相償の状況

正味財産が減少している場合でも法
人の継続に支障がない状態を保って
いるか。

収支相償を満たしているか。

（公益法人以外）
一般正味財産増減額
／経常損益の状況

一般正味財産は連続で減少していな
いか。
経常損益は連続で赤字を計上してい
ないか。

3

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合計÷
資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計（株
主資本）÷資産合計（総資産）×
100]

3

短期的支払能力の適
正性【流動比率】

流動比率は適正を維持しているか。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動負
債×100］ 1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又は当
期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入金な
し

2

①累積あり 0

②累積なし 2

10

参考
指標

B

4

補助金等依存の抑制 総収入に対する補助金等割合は抑制
基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷総
収入×100]

0

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されているか。
（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入金＋
短期借入金）÷資産合計（総資産）
×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していないか。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　前年度の前期試験が中止になっているため収益に関して
は比較値とはならないが，一般財源剰余金が増加し正味財
産は2期連続で黒字化した。
　自主事業である研修事業は，内容の見直しを行い収益強
化を図りたい。

　一般正味財産が2期連続で黒字となるほか，借入金
や累積欠損もなく，一定の健全性が確保されている。
引き続き自主財源の拡充に取り組み，安定した財務運
営を期待する。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が，正味財産合計額（指定
＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマイナ
スだが，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が,正味財産合計額（指定
＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が3期連続マイナスでない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直近の
一般正味財産増減額が２期連続プラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

２４　公益社団法人宮城県観光連盟

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と収
支相償の状況

正味財産が減少している場合でも法
人の継続に支障がない状態を保って
いるか。

収支相償を満たしているか。

4

（公益法人以外）
一般正味財産増減額
／経常損益の状況

一般正味財産は連続で減少していな
いか。
経常損益は連続で赤字を計上してい
ないか。

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合計÷
資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計（株
主資本）÷資産合計（総資産）×
100]

3

短期的支払能力の適
正性【流動比率】

流動比率は適正を維持しているか。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動負
債×100］ 1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又は当
期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入金な
し

2

①累積あり 0

②累積なし 2

11

参考
指標

A

4

補助金等依存の抑制 総収入に対する補助金等割合は抑制
基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷総
収入×100]

0

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されているか。
（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入金＋
短期借入金）÷資産合計（総資産）
×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していないか。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　補助金等割合の増加は，「教育旅行誘致活動強化事業」
を受託し，みやぎ教育旅行等コーディネート支援センター
の事務局を担うことに起因するものである。収益事業にお
いては，前年同様の収益があることから，財政基盤は安定
傾向にある。

　補助金等割合の増加は，県と調整の上「教育旅行誘
致活動強化事業」を受託し，みやぎ教育旅行等コー
ディネート支援センターの事務局を担うことに起因す
るものである。収益事業においては，前年度同様の収
益があることから，財務状況全般についての健全性は
確保されている。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が，正味財産合計額（指定
＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマイナ
スだが，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が,正味財産合計額（指定
＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が3期連続マイナスでない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直近の
一般正味財産増減額が２期連続プラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

２５　公益財団法人宮城県国際化協会

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と収
支相償の状況

正味財産が減少している場合でも法
人の継続に支障がない状態を保って
いるか。

収支相償を満たしているか。

4

（公益法人以外）
一般正味財産増減額
／経常損益の状況

一般正味財産は連続で減少していな
いか。
経常損益は連続で赤字を計上してい
ないか。

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合計÷
資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計（株
主資本）÷資産合計（総資産）×
100]

3

短期的支払能力の適
正性【流動比率】

流動比率は適正を維持しているか。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動負
債×100］ 1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又は当
期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入金な
し

2

①累積あり 0

②累積なし 2

12

参考
指標

A

4

補助金等依存の抑制 総収入に対する補助金等割合は抑制
基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷総
収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されているか。
（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入金＋
短期借入金）÷資産合計（総資産）
×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していないか。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　当協会の目的に合致した委託事業等を積極的に活用して
事業の充実強化を図った。他方，新型コロナウイルス感染
症の影響が継続し，当初の計画通り事業が実施出来ない事
などから経費が縮減され，５年連続の黒字となった。ま
た，公益目的事業会計において「収支相償」を確保し，適
正な費用の支出を確保することができた。

　コロナ禍においても，創意工夫を重ね事業の充実強
化を図り，収支相償基準を達成している一方，法人全
体としては黒字を継続しており，健全な財務運営に努
めていると評価できる。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が，正味財産合計額（指定
＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマイナ
スだが，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が,正味財産合計額（指定
＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が3期連続マイナスでない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直近の
一般正味財産増減額が２期連続プラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

２６　一般財団法人みやぎ産業交流センター

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と収
支相償の状況

正味財産が減少している場合でも法
人の継続に支障がない状態を保って
いるか。

収支相償を満たしているか。

（公益法人以外）
一般正味財産増減額
／経常損益の状況

一般正味財産は連続で減少していな
いか。
経常損益は連続で赤字を計上してい
ないか。

1

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合計÷
資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計（株
主資本）÷資産合計（総資産）×
100]

3

短期的支払能力の適
正性【流動比率】

流動比率は適正を維持しているか。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動負
債×100］ 1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又は当
期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入金な
し

2

①累積あり 0

②累積なし 2

9

参考
指標

B

4

補助金等依存の抑制 総収入に対する補助金等割合は抑制
基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷総
収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されているか。
（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入金＋
短期借入金）÷資産合計（総資産）
×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していないか。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響が大きく，年
間の予約件数が伸び悩み，施設利用収入が大幅な減収と
なった。予約状況に応じ取消等件数も減少したため，県の
協力金交付額も前年度に比べ減少し，その結果，当期経常
増減額が赤字となった。徐々に各種制限の緩和も進められ
てきているが，今後の感染状況によっては，厳しい経営状
況が続くことが懸念される。

　新型コロナウイルス感染症感染拡大によるイベント
開催自粛等が生じ，施設の利用料収入は大幅に減収と
なっており，昨年度同様感染症対策実施等の県からの
要請に応じ協力金の交付も受けているが，結果的に今
年度は赤字となっている。現在，制限等の緩和が進め
られ，催事の開催件数も徐々に増えてきてはいるが，
予約件数等は伸び悩んでいることから，引き続き感染
状況等を注視しながら，施設管理者としての対応をし
ていく。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が，正味財産合計額（指定
＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマイナ
スだが，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が,正味財産合計額（指定
＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が3期連続マイナスでない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直近の
一般正味財産増減額が２期連続プラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

２７　株式会社仙台港貿易促進センター

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と収
支相償の状況

正味財産が減少している場合でも法
人の継続に支障がない状態を保って
いるか。

収支相償を満たしているか。

（公益法人以外）
一般正味財産増減額
／経常損益の状況

一般正味財産は連続で減少していな
いか。
経常損益は連続で赤字を計上してい
ないか。

4

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合計÷
資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計（株
主資本）÷資産合計（総資産）×
100]

3

短期的支払能力の適
正性【流動比率】

流動比率は適正を維持しているか。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動負
債×100］ 1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又は当
期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入金な
し

2

①累積あり 0

②累積なし 2

11

参考
指標

A

4

補助金等依存の抑制 総収入に対する補助金等割合は抑制
基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷総
収入×100]

2

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されているか。
（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入金＋
短期借入金）÷資産合計（総資産）
×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していないか。

0

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　単年度黒字ではあるが，多くの累積欠損金を抱えてお
り，その解消が大きな課題となっている。このため，令和
３年度中において，その解消を図るため，減資等につい
て，株主等と協議を進めた。

　賃貸事業を堅実に実施し，10年連続で単年度黒字を
継続している。また，令和４年度には減資の実行によ
り長年の経営課題であった累積欠損金が解消されるほ
か，税負担の軽減等により，更なる財務体質の改善が
図られることが見込まれる。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が，正味財産合計額（指定
＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマイナ
スだが，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が,正味財産合計額（指定
＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が3期連続マイナスでない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直近の
一般正味財産増減額が２期連続プラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

２８　公益社団法人宮城県国際経済振興協会

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と収
支相償の状況

正味財産が減少している場合でも法
人の継続に支障がない状態を保って
いるか。

収支相償を満たしているか。

4

（公益法人以外）
一般正味財産増減額
／経常損益の状況

一般正味財産は連続で減少していな
いか。
経常損益は連続で赤字を計上してい
ないか。

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合計÷
資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計（株
主資本）÷資産合計（総資産）×
100]

3

短期的支払能力の適
正性【流動比率】

流動比率は適正を維持しているか。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動負
債×100］ 1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又は当
期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入金な
し

2

①累積あり 0

②累積なし 2

12

参考
指標

A

4

補助金等依存の抑制 総収入に対する補助金等割合は抑制
基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷総
収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されているか。
（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入金＋
短期借入金）÷資産合計（総資産）
×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していないか。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　公益事業においては，年間を通じて県産品の紹介やイン
バウンド誘致に関する取組を中心に事業拡大を図り，収支
相償基準を満たした。
　総収入に対する補助金の割合については，総収入の減少
により増加傾向にあるため，補助対象経費の節減及び事業
拡大による収益の増加に努める。

　県のインバウンド事業の見直しにより，総収入に対
する補助金の割合が増加傾向にあるものの，コロナ禍
に対応し，創意工夫を重ね事業拡大を図ることで収支
相償基準を達成している。また，法人全体としては黒
字を継続しており，財務の健全化に向けた努力が認め
られる。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が，正味財産合計額（指定
＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマイナ
スだが，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が,正味財産合計額（指定
＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が3期連続マイナスでない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直近の
一般正味財産増減額が２期連続プラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

２９　公益社団法人宮城県物産振興協会

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と収
支相償の状況

正味財産が減少している場合でも法
人の継続に支障がない状態を保って
いるか。

収支相償を満たしているか。

0

（公益法人以外）
一般正味財産増減額
／経常損益の状況

一般正味財産は連続で減少していな
いか。
経常損益は連続で赤字を計上してい
ないか。

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合計÷
資産合計（総資産）×100]

0
（企業会計）
自己資本比率の状況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計（株
主資本）÷資産合計（総資産）×
100]

3

短期的支払能力の適
正性【流動比率】

流動比率は適正を維持しているか。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動負
債×100］ 0



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又は当
期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入金な
し

2

①累積あり 0

②累積なし 2

1

参考
指標

D

4

補助金等依存の抑制 総収入に対する補助金等割合は抑制
基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷総
収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されているか。
（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入金＋
短期借入金）÷資産合計（総資産）
×100] 0

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していないか。

0

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　アンテナショップの約１億円の売上減，物産展手数料の
半減等，２年続けて収益が大幅に落ち込んでいる。
　アンテナショップ，物産展とも，感染状況の影響を大き
く受けることから，いつ元の状況に戻れるか見通しが立た
ない。当面は利幅は小さくてもコロナの影響の少ない卸や
ＥＣによる物販，小規模催事の回数を増やすことで収益を
確保していく。

　コロナ禍によるアンテナショップの時短営業や物産
展の中止等により，収益が大幅に減少している。コロ
ナ禍の影響は今後も続くと予想されることから，アン
テナショップや物産展以外の，新たな収益確保の仕組
みを確立する必要がある。
　恒常的な赤字計上の防止と安定的な経営を実現する
ため，健全経営に向け，買い物客の行動変容をふまえ
た方策の検討が必要である。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が，正味財産合計額（指定
＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマイナ
スだが，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が,正味財産合計額（指定
＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が3期連続マイナスでない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直近の
一般正味財産増減額が２期連続プラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

３０　宮城県農業信用基金協会

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と収
支相償の状況

正味財産が減少している場合でも法
人の継続に支障がない状態を保って
いるか。

収支相償を満たしているか。

（公益法人以外）
一般正味財産増減額
／経常損益の状況

一般正味財産は連続で減少していな
いか。
経常損益は連続で赤字を計上してい
ないか。

4

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合計÷
資産合計（総資産）×100]

0
（企業会計）
自己資本比率の状況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計（株
主資本）÷資産合計（総資産）×
100]

3

短期的支払能力の適
正性【流動比率】

流動比率は適正を維持しているか。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動負
債×100］ 1

ｖ



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又は当
期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入金な
し

2

①累積あり 0

②累積なし 2

11

参考
指標

A

4

補助金等依存の抑制 総収入に対する補助金等割合は抑制
基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷総
収入×100]

2

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されているか。
（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入金＋
短期借入金）÷資産合計（総資産）
×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していないか。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　保証責任準備金等諸引当金は繰入基準を充足し，当期利
益金として83,549千円を計上した。今後の保証引受及び代
位弁済によるリスクに備え, 早期是正措置（健全性基準及
び業務改善命令）に対処するとともに，経営の健全性の確
保に万全を期す必要がある。よって，融資・保証需要への
対応，求償権の回収強化，経営基盤の強化に取り組む。

　当期利益金として83,549千円を計上するなど，財政
状況は健全である。また融資機関向けの研修会を開催
し，保証利用の推進に努めるなど，経営努力を行って
いる。今後も経営の健全性を維持できるよう指導して
いく。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）

ｖ



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が，正味財産合計額（指定
＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマイナ
スだが，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が,正味財産合計額（指定
＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が3期連続マイナスでない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直近の
一般正味財産増減額が２期連続プラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

３１　公益社団法人みやぎ農業振興公社

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と収
支相償の状況

正味財産が減少している場合でも法
人の継続に支障がない状態を保って
いるか。

収支相償を満たしているか。

1

（公益法人以外）
一般正味財産増減額
／経常損益の状況

一般正味財産は連続で減少していな
いか。
経常損益は連続で赤字を計上してい
ないか。

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合計÷
資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計（株
主資本）÷資産合計（総資産）×
100]

3

短期的支払能力の適
正性【流動比率】

流動比率は適正を維持しているか。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動負
債×100］ 1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又は当
期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入金な
し

2

①累積あり 0

②累積なし 2

8

参考
指標

B

4

補助金等依存の抑制 総収入に対する補助金等割合は抑制
基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷総
収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されているか。
（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入金＋
短期借入金）÷資産合計（総資産）
×100] 1

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していないか。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　R3の公益目的事業会計においては当期経常増減額が
15,770千円のマイナスとなっている。また、当期経常外増
減額を含めた当期一般正味財産増減額も3期連続のマイナ
スとはなったが，白石牧場畜舎等建設による補助金を指定
正味財産として受入し指定正味財産の期末残高が増加した
ため，正味財産総額は前年よりも増加し依然として出資額
相当額を上回っている。
　国・県の農業施策実践団体であり，補助金等への依存抑
制は難しい。

　当期一般正味財産増減額が3年連続のマイナスと
なった。
　正味財産総額は依然として出資額相当額を上回って
いるが，将来にわたって安定した経営を継続できるよ
う，収益性の向上について助言，指導を行っていく。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が，正味財産合計額（指定
＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマイナ
スだが，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が,正味財産合計額（指定
＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が3期連続マイナスでない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直近の
一般正味財産増減額が２期連続プラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

３２　一般社団法人宮城県農業会議

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と収
支相償の状況

正味財産が減少している場合でも法
人の継続に支障がない状態を保って
いるか。

収支相償を満たしているか。

（公益法人以外）
一般正味財産増減額
／経常損益の状況

一般正味財産は連続で減少していな
いか。
経常損益は連続で赤字を計上してい
ないか。

4

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合計÷
資産合計（総資産）×100]

0
（企業会計）
自己資本比率の状況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計（株
主資本）÷資産合計（総資産）×
100]

3

短期的支払能力の適
正性【流動比率】

流動比率は適正を維持しているか。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動負
債×100］ 1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又は当
期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入金な
し

2

①累積あり 0

②累積なし 2

10

参考
指標

B

4

補助金等依存の抑制 総収入に対する補助金等割合は抑制
基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷総
収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されているか。
（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入金＋
短期借入金）÷資産合計（総資産）
×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していないか。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　事業収益団体ではないので正味財産比率を大きく高める
ことは不可能である。事業収入に合わせた業務の執行によ
り財務の健全性を保つ。

　国の補助金が削減されている中で，経常収支が赤字
とならないよう努力しており，評価できる。
　正味財産比率を高めることは困難であるが，限られ
た財源の中で，業務規程に定める活動事項に取り組ん
でいる。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が，正味財産合計額（指定
＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマイナ
スだが，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が,正味財産合計額（指定
＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が3期連続マイナスでない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直近の
一般正味財産増減額が２期連続プラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

３３　公益社団法人宮城県青果物価格安定相互補償協会

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と収
支相償の状況

正味財産が減少している場合でも法
人の継続に支障がない状態を保って
いるか。

収支相償を満たしているか。

3

（公益法人以外）
一般正味財産増減額
／経常損益の状況

一般正味財産は連続で減少していな
いか。
経常損益は連続で赤字を計上してい
ないか。

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合計÷
資産合計（総資産）×100]

0
（企業会計）
自己資本比率の状況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計（株
主資本）÷資産合計（総資産）×
100]

3

短期的支払能力の適
正性【流動比率】

流動比率は適正を維持しているか。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動負
債×100］ 0



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又は当
期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入金な
し

2

①累積あり 0

②累積なし 2

8

参考
指標

B

4

補助金等依存の抑制 総収入に対する補助金等割合は抑制
基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷総
収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されているか。
（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入金＋
短期借入金）÷資産合計（総資産）
×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していないか。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　収益源である長期預り金の運用益の低下は続いているが
予約数量申込事務負担金の改定および補償基準価格の改定
による補給交付額の増加，従事職員の事務負担金等の削減
により，当期経常増減額はプラスに転じた。
　今後も引き続き，予約数量の拡大および補給交付額が増
える制度への仕組みの改善に向け，県と協議を継続する。

　制度の見直しや経費の削減に対し着実に取り組み，
当期経常増減額がプラスに転じたことを評価する。今
後も，低金利が続くと見込まれることから，長期預り
金の運用益の減少を見越し，当期経常増減額のプラス
を維持出来るよう，予約数量の拡大に向けた制度の見
直しに向け，必要な助言を行っていく。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が，正味財産合計額（指定
＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマイナ
スだが，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が,正味財産合計額（指定
＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が3期連続マイナスでない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直近の
一般正味財産増減額が２期連続プラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

３４　一般社団法人宮城県畜産協会

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と収
支相償の状況

正味財産が減少している場合でも法
人の継続に支障がない状態を保って
いるか。

収支相償を満たしているか。

（公益法人以外）
一般正味財産増減額
／経常損益の状況

一般正味財産は連続で減少していな
いか。
経常損益は連続で赤字を計上してい
ないか。

2

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合計÷
資産合計（総資産）×100]

0
（企業会計）
自己資本比率の状況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計（株
主資本）÷資産合計（総資産）×
100]

3

短期的支払能力の適
正性【流動比率】

流動比率は適正を維持しているか。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動負
債×100］ 1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又は当
期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入金な
し

2

①累積あり 0

②累積なし 2

8

参考
指標

B

4

補助金等依存の抑制 総収入に対する補助金等割合は抑制
基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷総
収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されているか。
（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入金＋
短期借入金）÷資産合計（総資産）
×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していないか。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　令和2年度は赤字となったが，令和3年度は人件費等の減
額により黒字決算となった。しばらく黒字決算は続くもの
と見込んでいる。正味財産比率については価格安定事業の
積立金(子牛，肉用牛，肉牛事故共助)の3億2千2百万円を
除けば36.8％となり，財政状況は概ね良好と考える。

　令和3年度は管理費等の減額による黒字決算となり
今後も黒字決算の継続が見込まれること，正味財産比
率については価格安定事業の積立金を除くと36.8％と
なることを踏まえると，財政状況は概ね良好と考え
る。財政基盤の安定が重要であるため，引き続き適切
な指導を行っていく。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が，正味財産合計額（指定
＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマイナ
スだが，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が,正味財産合計額（指定
＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が3期連続マイナスでない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直近の
一般正味財産増減額が２期連続プラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

３５　宮城県土地改良事業団体連合会

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と収
支相償の状況

正味財産が減少している場合でも法
人の継続に支障がない状態を保って
いるか。

収支相償を満たしているか。

（公益法人以外）
一般正味財産増減額
／経常損益の状況

一般正味財産は連続で減少していな
いか。
経常損益は連続で赤字を計上してい
ないか。

1

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合計÷
資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計（株
主資本）÷資産合計（総資産）×
100]

3

短期的支払能力の適
正性【流動比率】

流動比率は適正を維持しているか。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動負
債×100］ 1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又は当
期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入金な
し

2

①累積あり 0

②累積なし 2

9

参考
指標

Ｂ

4

補助金等依存の抑制 総収入に対する補助金等割合は抑制
基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷総
収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されているか。
（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入金＋
短期借入金）÷資産合計（総資産）
×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していないか。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　東日本大震災復興事業の完了等に伴い，受託業務が減少
しているが，令和３年度の「人・農地など関連施策の見直
し」において，市町村・土地改良区の技術者不足等に伴う
土地改良法改正などが行われ，会員が行う団体営事業に対
する土地連支援が図られることになった。今後は，会員が
行う団体営事業の支援を強化し，受託収入を増やして財務
の健全化に努める。
　また，組織で策定した運営プランの進行管理を年度毎に
実施しており，財務運営の管理を行っている。令和３年度
に運営プランの見直しも行った。

　今年度は受託事業収入の減少により当期経常増減額
がマイナスになったが，正味財産比率が76.1％である
ことを踏まえると，財務状況は概ね良好と考えられ
る。
　また，土地改良法の改正で団体営事業の支援強化に
よる受託事業の収入増加が見込まれることや，運営プ
ランにより財務運営の管理をしっかり行っていること
から，財務運営も安定していくと考えられる。
　引き続き，健全な財務運営の確保に努めるよう期待
する。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が，正味財産合計額（指定
＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマイナ
スだが，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が,正味財産合計額（指定
＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が3期連続マイナスでない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直近の
一般正味財産増減額が２期連続プラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

３６　宮城県漁業信用基金協会

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と収
支相償の状況

正味財産が減少している場合でも法
人の継続に支障がない状態を保って
いるか。

収支相償を満たしているか。

（公益法人以外）
一般正味財産増減額
／経常損益の状況

一般正味財産は連続で減少していな
いか。
経常損益は連続で赤字を計上してい
ないか。

4

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合計÷
資産合計（総資産）×100]

0
（企業会計）
自己資本比率の状況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計（株
主資本）÷資産合計（総資産）×
100]

3

短期的支払能力の適
正性【流動比率】

流動比率は適正を維持しているか。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動負
債×100］ 1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又は当
期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入金な
し

2

①累積あり 0

②累積なし 2

11

参考
指標

A

4

補助金等依存の抑制 総収入に対する補助金等割合は抑制
基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷総
収入×100]

2

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されているか。
（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入金＋
短期借入金）÷資産合計（総資産）
×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していないか。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　経費節減等に努めたことや，効率的な運用等により，前
年実績や今期計画以上の利益計上となった。
　経営中期５カ年計画の当期利益に対し，当年度は約３８
百万円上回る実績となっている。今後も新たに作成した中
期計画と実績を定期的に対比し，理事長に報告する等，独
自の経営評価体制を整備している。

　当期利益金は経営中期５カ年計画を約３８百万円上
回る実績となり，引き続き利益計上となった。
　借入金依存度は３．６％で，令和２年度に比べて
０．７％減っており，財務状況は良好であり，今後も
維持できるよう助言及び指導を行う。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が，正味財産合計額（指定
＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマイナ
スだが，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が,正味財産合計額（指定
＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が3期連続マイナスでない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直近の
一般正味財産増減額が２期連続プラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

３７　公益財団法人宮城県水産振興協会

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と収
支相償の状況

正味財産が減少している場合でも法
人の継続に支障がない状態を保って
いるか。

収支相償を満たしているか。

2

（公益法人以外）
一般正味財産増減額
／経常損益の状況

一般正味財産は連続で減少していな
いか。
経常損益は連続で赤字を計上してい
ないか。

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合計÷
資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計（株
主資本）÷資産合計（総資産）×
100]

3

短期的支払能力の適
正性【流動比率】

流動比率は適正を維持しているか。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動負
債×100］ 1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又は当
期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入金な
し

2

①累積あり 0

②累積なし 2

9

参考
指標

B

4

補助金等依存の抑制 総収入に対する補助金等割合は抑制
基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷総
収入×100]

0

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されているか。
（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入金＋
短期借入金）÷資産合計（総資産）
×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していないか。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　正味財産比率97.2％，流動比率857.5％であり，借入金
や累積欠損金もないため，資金繰りや支払い能力も含めた
財政基盤に問題はない。また，総収入に占める補助金等の
県の財政的関与は65%であり，依存度は低い。正味財産増
減額が２期連続マイナスであったが，公益目的事業実施に
ともなう経常費用が一時的に増えたためで，令和４年度の
改善は見込める。収支相償については，２か年にわたって
累積1,013万円の剰余金が発生していたが，令和３年度正
味財産増減の大幅マイナス及び公益目的事業に係る固定資
産の新規購入を受け，基準達成している。

　資金繰りや支払い能力も含めた財政基盤に問題はな
い。
　正味財産増減額が２期連続マイナスであったが，公
益目的事業実施に伴う経常費用が一時的に増えたため
であることから，令和４年度は改善が見込まれる。
　収支相償は３か年目での基準達成となり，引き続き
収支の均衡を図ることが期待される。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が，正味財産合計額（指定
＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマイナ
スだが，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が,正味財産合計額（指定
＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が3期連続マイナスでない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直近の
一般正味財産増減額が２期連続プラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

３８　公益財団法人みやぎ林業活性化基金

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と収
支相償の状況

正味財産が減少している場合でも法
人の継続に支障がない状態を保って
いるか。

収支相償を満たしているか。

4

（公益法人以外）
一般正味財産増減額
／経常損益の状況

一般正味財産は連続で減少していな
いか。
経常損益は連続で赤字を計上してい
ないか。

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合計÷
資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計（株
主資本）÷資産合計（総資産）×
100]

3

短期的支払能力の適
正性【流動比率】

流動比率は適正を維持しているか。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動負
債×100］ 1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又は当
期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入金な
し

2

①累積あり 0

②累積なし 2

11

参考
指標

A

4

補助金等依存の抑制 総収入に対する補助金等割合は抑制
基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷総
収入×100]

0

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されているか。
（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入金＋
短期借入金）÷資産合計（総資産）
×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していないか。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　収支相償を満たしつつも財政基盤が安定し支払能力も適
正であり財務の健全性を保っている。総収入に対する補助
金等割合は増加基調にあるが，これは全国森林組合連合会
と県の委託事業が大きくその受け皿として政策的な役割を
果たしているものであり財務の健全性を損なうものではな
い。

　基本財産の運用益による収益の安定化に取組み，経
常利益率が増加するなど，健全な財務運営を行ってい
る。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が，正味財産合計額（指定
＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマイナ
スだが，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が,正味財産合計額（指定
＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が3期連続マイナスでない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直近の
一般正味財産増減額が２期連続プラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

３９　一般社団法人宮城県林業公社

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と収
支相償の状況

正味財産が減少している場合でも法
人の継続に支障がない状態を保って
いるか。

収支相償を満たしているか。

（公益法人以外）
一般正味財産増減額
／経常損益の状況

一般正味財産は連続で減少していな
いか。
経常損益は連続で赤字を計上してい
ないか。

1

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合計÷
資産合計（総資産）×100]

0
（企業会計）
自己資本比率の状況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計（株
主資本）÷資産合計（総資産）×
100]

3

短期的支払能力の適
正性【流動比率】

流動比率は適正を維持しているか。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動負
債×100］ 1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又は当
期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入金な
し

2

①累積あり 0

②累積なし 2

6

参考
指標

C

4

補助金等依存の抑制 総収入に対する補助金等割合は抑制
基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷総
収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されているか。
（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入金＋
短期借入金）÷資産合計（総資産）
×100] 1

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していないか。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　公社の主たる収入は，木材販売，補助金，受託事業によ
るものであり，経営基盤の安定化のためには，充実しつつ
ある分収林資源を活用した木材生産・販売が不可欠であ
る。
　宮城県借入金は令和３年度が最終年度となり，自立に向
けて販売事業に注力し181ha（主伐103ha，搬出間伐78ha）
を実施し，経営の健全化に努めた。主伐売却及び搬出間伐
売払収益が98,185千円（前年度74,846千円）で23,339千円
の増額となる一方，補償金収益及び補助金収益は前年度の
ような増要因（太陽光発電施設建設事業や補助金の繰越）
が無かったことから，前年比では結果的に減額となった。
また，当期一般正味財産増減額のマイナスは，主伐による
販売資産の売却に伴う販売資産振替原価費用12,011千円計
上や，有価証券の評価損益等として東北電力保有株式の下
落による△66,455千円の評価損益の発生によるものであ
る。
　これまで以上に計画的な事業実施を図り，分収林整備を
効率的に進め，収益増に努めていく。

　当期経常増減額がマイナスとなり，それに伴い，正
味財産も減少した。要因としては，補助事業の繰越の
ほか，販売資産振替原価費用の計上，有価証券の評価
損益等の影響が大きく，分収林経営が悪化したもので
はないと考える。
　令和３年度は赤字決算となったものの，今後、森林
が利用期を迎えることで保育費用（経常費用）は減少
し，収益性の向上が見込める。
　今後は，分収林経営計画の着実な実行により，収益
の確保につながるように指導・助言を行っていく。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が，正味財産合計額（指定
＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマイナ
スだが，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が,正味財産合計額（指定
＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が3期連続マイナスでない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直近の
一般正味財産増減額が２期連続プラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

４０　公益社団法人宮城県建設センター

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と収
支相償の状況

正味財産が減少している場合でも法
人の継続に支障がない状態を保って
いるか。

収支相償を満たしているか。

4

（公益法人以外）
一般正味財産増減額
／経常損益の状況

一般正味財産は連続で減少していな
いか。
経常損益は連続で赤字を計上してい
ないか。

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合計÷
資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計（株
主資本）÷資産合計（総資産）×
100]

3

短期的支払能力の適
正性【流動比率】

流動比率は適正を維持しているか。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動負
債×100］ 1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又は当
期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入金な
し

2

①累積あり 0

②累積なし 2

12

参考
指標

A

4

補助金等依存の抑制 総収入に対する補助金等割合は抑制
基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷総
収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されているか。
（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入金＋
短期借入金）÷資産合計（総資産）
×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していないか。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　これまで受託してきた東日本大震災や令和元年東日本台
風に関する災害関連事業の収益により財政基盤は安定して
いるが，復旧事業は仕上げを迎えていることから，社会資
本老朽化対策事業等を重点的に実施している。
　災害関連事業の支援要請の減少に伴い，人材派遣等の委
託を削減し，費用の縮減を図るなど，状況に応じた運営を
行っており，中長期を見据えた経営基盤の安定と強化に努
めている。

　東日本大震災復興事業が総仕上げを迎え，令和元年
度東日本台風被害の復旧事業も進んでいることから，
災害関連支援業務の受託は減少しているものの，人材
派遣等の委託費を縮減するなど，業務の効率化を推進
したことにより，当期一般正味財産増減額が３期連続
でプラスになるなど健全経営に努めている。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が，正味財産合計額（指定
＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマイナ
スだが，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が,正味財産合計額（指定
＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が3期連続マイナスでない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直近の
一般正味財産増減額が２期連続プラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

４１　一般財団法人みやぎ建設総合センター

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と収
支相償の状況

正味財産が減少している場合でも法
人の継続に支障がない状態を保って
いるか。

収支相償を満たしているか。

（公益法人以外）
一般正味財産増減額
／経常損益の状況

一般正味財産は連続で減少していな
いか。
経常損益は連続で赤字を計上してい
ないか。

0

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合計÷
資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計（株
主資本）÷資産合計（総資産）×
100]

3

短期的支払能力の適
正性【流動比率】

流動比率は適正を維持しているか。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動負
債×100］ 1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又は当
期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入金な
し

2

①累積あり 0

②累積なし 2

6

参考
指標

C

4

補助金等依存の抑制 総収入に対する補助金等割合は抑制
基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷総
収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されているか。
（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入金＋
短期借入金）÷資産合計（総資産）
×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していないか。

0

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　自治体からの出捐金相当額を特定寄附により返還し，利
息収入に依存せず，収益事業を実施する体制を進めた。
　単年度赤字が続いているが，一般正味財産増減額の
10,265千円には一般正味財産から特定寄附に充当した
5,000千円を含むため，実質の赤字額は5,265千円となって
いる。事業の受託や研修の回数を増やして実質の赤字幅を
縮減できたことから，今後も収益事業の拡大に努める。

　公益目的支出計画を変更し，特定寄附により公益目
的財産の大半を清算し，抜本的な財務体質の改善を実
現させた。同時に，新たな受託業務や独自の研修事業
の拡大に着手し，収入源の開拓に進展が見られた。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が，正味財産合計額（指定
＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマイナ
スだが，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が,正味財産合計額（指定
＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が3期連続マイナスでない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直近の
一般正味財産増減額が２期連続プラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

４２　宮城県道路公社

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と収
支相償の状況

正味財産が減少している場合でも法
人の継続に支障がない状態を保って
いるか。

収支相償を満たしているか。

（公益法人以外）
一般正味財産増減額
／経常損益の状況

一般正味財産は連続で減少していな
いか。
経常損益は連続で赤字を計上してい
ないか。

4

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合計÷
資産合計（総資産）×100]

0
（企業会計）
自己資本比率の状況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計（株
主資本）÷資産合計（総資産）×
100]

3

短期的支払能力の適
正性【流動比率】

流動比率は適正を維持しているか。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動負
債×100］ 1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又は当
期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入金な
し

2

①累積あり 0

②累積なし 2

11

参考
指標

A

4

補助金等依存の抑制 総収入に対する補助金等割合は抑制
基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷総
収入×100]

2

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されているか。
（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入金＋
短期借入金）÷資産合計（総資産）
×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していないか。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　コロナ禍の中，昨年度対比で交通量と料金収入が伸び，
償還準備金繰入額も前年度を上回った。
　経常利益率は高い水準で推移しており，償還準備金も順
調に積み立てられている。また，有料道路建設資金として
借り入れた長期借入金は，順調に返済している。

　新型コロナウイルス感染症の影響により，減収となった昨
年度に比べ，交通量及び料金収入が伸びており，償還計画に
影響のない収入が確保されている。
　また，地方道路公社法に基づき，当期純利益を自己資本で
はなく償還準備金（負債）として整理しなければならないこ
とから，自己資本比率が低いものの，財務の健全性に問題な
いものと認められる。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が，正味財産合計額（指定
＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマイナ
スだが，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が,正味財産合計額（指定
＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が3期連続マイナスでない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直近の
一般正味財産増減額が２期連続プラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

４３　公益財団法人宮城県フェリー埠頭公社

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と収
支相償の状況

正味財産が減少している場合でも法
人の継続に支障がない状態を保って
いるか。

収支相償を満たしているか。

4

（公益法人以外）
一般正味財産増減額
／経常損益の状況

一般正味財産は連続で減少していな
いか。
経常損益は連続で赤字を計上してい
ないか。

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合計÷
資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計（株
主資本）÷資産合計（総資産）×
100]

3

短期的支払能力の適
正性【流動比率】

流動比率は適正を維持しているか。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動負
債×100］ 1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又は当
期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入金な
し

2

①累積あり 0

②累積なし 2

13

参考
指標

A

4

補助金等依存の抑制 総収入に対する補助金等割合は抑制
基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷総
収入×100]

2

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されているか。
（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入金＋
短期借入金）÷資産合計（総資産）
×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していないか。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　損益上の黒字増は，当初計画していたビル周辺舗装工事
が県施工の防潮堤建設工事の遅れのため着工できなかった
こと，退職者再雇用の人件費減等による。

　フェリー会社との間で所有する岸壁等の施設の賃貸
借契約を交わし定額の収入が得られており，安定的に
黒字収益を確保している。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が，正味財産合計額（指定
＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマイナ
スだが，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が,正味財産合計額（指定
＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が3期連続マイナスでない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直近の
一般正味財産増減額が２期連続プラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

４４　宮城県開発株式会社

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と収
支相償の状況

正味財産が減少している場合でも法
人の継続に支障がない状態を保って
いるか。

収支相償を満たしているか。

（公益法人以外）
一般正味財産増減額
／経常損益の状況

一般正味財産は連続で減少していな
いか。
経常損益は連続で赤字を計上してい
ないか。

1

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合計÷
資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計（株
主資本）÷資産合計（総資産）×
100]

3

短期的支払能力の適
正性【流動比率】

流動比率は適正を維持しているか。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動負
債×100］ 1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又は当
期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入金な
し

2

①累積あり 0

②累積なし 2

7

参考
指標

B

4

補助金等依存の抑制 総収入に対する補助金等割合は抑制
基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷総
収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されているか。
（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入金＋
短期借入金）÷資産合計（総資産）
×100] 0

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していないか。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　女川採石業の県道付替えによる原石山確保・プラント長
寿命化工事は借入金と現金で支払ったが，次年度以降の収
益と経営の安定に寄与するための投資である。今後は，生
産体制の効率化と経費削減を行い，経営の安定化に努め
る。

　当期純利益は単年度赤字となっているが，設備の長
寿命化，原石確保等，事業継続に必要な取組を実施し
ており，売り上げは増加している。
　引き続き，経営の安定化に向け必要な助言・指導を
行っていく。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が，正味財産合計額（指定
＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマイナ
スだが，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が,正味財産合計額（指定
＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が3期連続マイナスでない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直近の
一般正味財産増減額が２期連続プラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

４５　塩釜港開発株式会社

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と収
支相償の状況

正味財産が減少している場合でも法
人の継続に支障がない状態を保って
いるか。

収支相償を満たしているか。

（公益法人以外）
一般正味財産増減額
／経常損益の状況

一般正味財産は連続で減少していな
いか。
経常損益は連続で赤字を計上してい
ないか。

4

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合計÷
資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計（株
主資本）÷資産合計（総資産）×
100]

3

短期的支払能力の適
正性【流動比率】

流動比率は適正を維持しているか。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動負
債×100］ 1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又は当
期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入金な
し

2

①累積あり 0

②累積なし 2

13

参考
指標

A

4

補助金等依存の抑制 総収入に対する補助金等割合は抑制
基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷総
収入×100]

2

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されているか。
（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入金＋
短期借入金）÷資産合計（総資産）
×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していないか。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　新型コロナウイルス感染症感染拡大を受けてテナントの
施設料を一部減免しテナントの撤退防止を図った。また，
感染防止のため研修室の貸付期間の延長があったほか，
ソーシャルディスタンスを確保するため大きな研修室の利
用が増加する等の新たな需要ができたことにより単年度黒
字が達成され，安定経営が可能となった。今後も空き区画
のテナントの充足に努めるとともに，地域活性化に向けた
取組を実施していく。

　新型コロナウイルス感染症の影響下においても安定
的なテナント収入を確保し，黒字決算を継続してお
り，引き続き，安定的な収益確保が期待される。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が，正味財産合計額（指定
＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマイナ
スだが，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が,正味財産合計額（指定
＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が3期連続マイナスでない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直近の
一般正味財産増減額が２期連続プラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

４６　仙台空港鉄道株式会社

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と収
支相償の状況

正味財産が減少している場合でも法
人の継続に支障がない状態を保って
いるか。

収支相償を満たしているか。

（公益法人以外）
一般正味財産増減額
／経常損益の状況

一般正味財産は連続で減少していな
いか。
経常損益は連続で赤字を計上してい
ないか。

1

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合計÷
資産合計（総資産）×100]

0
（企業会計）
自己資本比率の状況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計（株
主資本）÷資産合計（総資産）×
100]

3

短期的支払能力の適
正性【流動比率】

流動比率は適正を維持しているか。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動負
債×100］ 1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又は当
期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入金な
し

2

①累積あり 0

②累積なし 2

4

参考
指標

C

4

補助金等依存の抑制 総収入に対する補助金等割合は抑制
基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷総
収入×100]

2

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されているか。
（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入金＋
短期借入金）÷資産合計（総資産）
×100] 0

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していないか。

0

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　東日本大震災からの復興後堅調に推移してきた利用者数
は，昨年度に引き続く新型コロナウイルス感染症の影響に
よる経済活動の自粛等による旅客運輸収入の大幅減収によ
り，令和３年度も大幅な赤字を積み増す結果となった。

　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化し，鉄道
事業を取り巻く環境は大変厳しい状況となっている
が，財務の健全化に向けては，経費全般の見直しに努
めるとともに，鉄道利用者の回復，特に，利用者の約
半数を占める仙台空港駅を利用する空港旅客の回復・
増加を図っていく必要がある。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が，正味財産合計額（指定
＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマイナ
スだが，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が,正味財産合計額（指定
＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が3期連続マイナスでない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直近の
一般正味財産増減額が２期連続プラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

４７　宮城県住宅供給公社

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と収
支相償の状況

正味財産が減少している場合でも法
人の継続に支障がない状態を保って
いるか。

収支相償を満たしているか。

（公益法人以外）
一般正味財産増減額
／経常損益の状況

一般正味財産は連続で減少していな
いか。
経常損益は連続で赤字を計上してい
ないか。

4

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合計÷
資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計（株
主資本）÷資産合計（総資産）×
100]

3

短期的支払能力の適
正性【流動比率】

流動比率は適正を維持しているか。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動負
債×100］ 1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又は当
期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入金な
し

2

①累積あり 0

②累積なし 2

12

参考
指標

A

4

補助金等依存の抑制 総収入に対する補助金等割合は抑制
基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷総
収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されているか。
（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入金＋
短期借入金）÷資産合計（総資産）
×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していないか。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　自己資本比率72.1％，流動比率200％以上であり，安定
した経営状況となっている。借入金である「公社賃貸住宅
建設資金」については，契約に基づき確実な償還を進めて
いる。

　公社が作成している経営計画に基づき計画的に経営
を行っている。
　引き続き経営安定のための助言，指導を行ってい
く。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が，正味財産合計額（指定
＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマイナ
スだが，3期の当期正味財産増減額におけ
る減少額の平均が,正味財産合計額（指定
＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が3期連続マイナスでない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一般正
味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直近の
一般正味財産増減額が２期連続プラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

４８　公益財団法人宮城県暴力団追放推進センター

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と収
支相償の状況

正味財産が減少している場合でも法
人の継続に支障がない状態を保って
いるか。

収支相償を満たしているか。

0

（公益法人以外）
一般正味財産増減額
／経常損益の状況

一般正味財産は連続で減少していな
いか。
経常損益は連続で赤字を計上してい
ないか。

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合計÷
資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計（株
主資本）÷資産合計（総資産）×
100]

3

短期的支払能力の適
正性【流動比率】

流動比率は適正を維持しているか。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動負
債×100］ 1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又は当
期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入金な
し

2

①累積あり 0

②累積なし 2

8

参考
指標

　 B

4

補助金等依存の抑制 総収入に対する補助金等割合は抑制
基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷総
収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されているか。
（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入金＋
短期借入金）÷資産合計（総資産）
×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していないか。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響を受け，賛助
金収入が従前の賛助金収入額より減額となっているもの
の，基本財産の適正かつ効果的な運用を図り，約１，５０
０万円の受取利息を得た。

　役員等から得た民間経営に関する意見を反映し，積
極的な資産運用を行い，自立性の高い法人運営を実践
している。また，賛助会員の勧誘活動を積極的に行
い，経営に直結させている。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）


